
基幹産業
の
継続

ゼロカーボン
の

まちづくり

基盤となる
自然資源の
保全と利活用

ウェル
ビーイングな
暮らしの実現

人に優しく魅力ある
移動の

マネジメント

防災連携の
パートナー
シップ強化

オープンイノベーション
のための

パートナーシップ
CNF PF
の活用

異業種連携の
予算の活用

風通しの良い
企業間連携

市民に知って
もらう場づくり

多彩なプロの技術×新たな価値観が
未来のサスティナビリティを生み出す
ものづくりフロンティアのまち富士(仮)

災害時でも
つぶれない
産業システム

遊休地・工場緑地の
災害時利用の
仕組みがない

富士市 産業版マンダラ ver. 3.0

再エネ導入
の遅れ

CNモデル構築
プロジェクト

脱炭素経営確立
による企業活動
の持続拡大

地産地消エネルギー
の把握不足

広がる脱炭素への
社会的要請と
実施状況の差

稼働に必要な
エネルギーの確保

運搬の影響
(CO2排出、騒音・
インフラ劣化)

脱炭素社会 2050

人材確保・
技術継承

若者に選ばれる
まちになる

若年層の
流出

市外の人材
からオファーが

くる

“富士市版”
キャリア教育

官民協働で合同
企業ガイダンス

地域課題×
ものづくりの授業

ありたい姿

協働プロジェクトのタネ

産業の持続可能性
を高める要素

現在の関係者の
意識改革

成熟産業の
パラダイムシフトに向けた
チャレンジマインドの育成

新しさを知って
古さを捨てる

社会構造の
変化への対応

若者の価値観を
きく機会

CNFの特性を産業に
活かしきれていない

原材料の
輸入依存

脱化石燃料の流れ→
電動化技術の競争過熱

具体的モデルケースの
不在・不知

デジタル化、
ペーパーレス化

への対応

ハードウエア製品が
持つ価値の変化、低下

富士市の持続可能性を
高める要素

課題

人材マッチング
シートづくり 成人の日を

市内の企業が
合同でプロデュース

異業種
展示会

ビジネスプラン
相談できる
勉強会

環境への取り組みの
優先度が低い(社内外)

SDGの認知度低い
取り組む意義？

企業活動とSDGsの
つながりがわからない SDGsまで

手が回らない
事業規模

製造工程上のロス軽減
リサイクルシステム

環境負荷低減に
向けた設備投資のコスト

社会の要請と
社員の機運・要求に
ギャップがある

CO2排出量が
把握できない

マネージャー人材
の不足

技術継承者
の不足

労働力としての
人材不足

必要な「人財」像を
明確にできていない

情報発信不足、
パートナーを
獲得できない

産業、行政、地域ぐるみの
情報共有、連携がない

ひとつの組織では
対応できない
＝協業が必要

それぞれの強みを
見える化・

共有できていない

富士市に
大学がない

人と人が
繋がりあう

コミュニティの創
造

SDGs×ものづくり
協業ビジネス

富士市の
「新しいビジネス」

の創出

包括連携協定

公式SNS
で発信

想いを
共有する場

逆ES受付

E-BIKE
観光

協働PJに対する
市からのインセンティブ

フィールド
ワーク・ツアー

国内留学 大学誘致

ローカルミネルバ
大学

外国製労働者を
巻き込んだカリ
キュラムづくり

ものづくりラボ

ふるさと納税
▷製造業への
施策予算に

学生と一緒に
ものづくり

Made in Fuji
ふるさと納税返礼品

新たな産業分野への
広がりが見えない…

企業間NWで
ブラジル祭り

小学生向け
CNF授業

富士市版SDGｓ
カードゲーム

SNSで社内の
日常を発信

空き家拠点化

遠隔製造

異業種交流
カフェテリア



富士市ローカルSDGsマップ 2.0

テーマ

課題※

運搬の影響
(CO2排出、騒音・
インフラ劣化)

インフラ
管理

基幹産業
の
継続

ゼロカーボン
の

まちづくり

資源循環
中小企業が環境分
野に取組むメリット
を見出しにくい

原材料の
輸入依存

環境負荷低減に
向けた設備投資

コスト

中小企業のCO₂
排出量が把握
できていない

エネルギー
外部依存

地産地消できる
エネルギーの
最大限の活用

１つの組織
では対応できない

ガソリン車の
代替機能の模索

バイオマス資源の
活用・仕組みづくり

製造工程上の
素材ロスが多い

産業ごみの
資源化

デジタル人材
の不足

マネージャー
人材の不足

技術継承者の
不足

OB/OGの知見・技術
を活かせていない

離職率
が高い

リカレント教育
を受ける環境

がない
人材不足

プラリサイクル
推進不足

夜勤
多い

地場産業の
賃金低い

ユニバーサル
雇用の充実

成熟産業の
パラダイムシフト

オープン
イノベーション

ペーパーレス化
への対応

DXの
導入促進

ハードウエア製品の
価値変化、低下

新たな産業分野
への広がりが
見えない

それぞれの強みを
可視化・共有
できていない

CNFの
利活用

CNFを産業に
活かし

きれていない

シラス不漁

漁師収入減

茶：需要の
低下

地域産木材の
ブランディング

不足

木材の搬送に
コストがかかる

林道整備が
不十分

農家の
減少

耕作放棄地
の増加＝
茶畑の減少

農業だけを生業
にするイメージを
次世代は持って

いない

新規の参入
障壁が高い

木材の新しい
活用方法がない

漁業 林業 農業

サプライチェーンが
整理されていない

1次産業の価値
捉え直しが必要

富士市の
「新しいビジネ
ス」の創出

基盤となる
自然資源の
保全と利活用 富士山積雪量

・雪解け水の変動

地下水の
保全と利活用

森林資源の
適正管理

地下水の新たな
活用方法の模索

意識

経済・社会活動が
環境をベースに成立

することへの
認識不足

気候変動が生じる
背景や脱炭素に対
する知識・理解の

ばらつき

せぎの総体的
マネジメント不足

観光客が
周遊しにくい

富士駅と新富士
駅間が遠い

観光

情報
ネットワーク 情報が必要な

とこに届かない

産業と環境の
連携不十分

ウェルビーイング
な暮らしの

実現

人と人が
繋がりあう

コミュニティの
創造

人に優しく魅力あ
る移動の

マネジメント

コミュニティ
活性化

官民の間に
距離がある

企業間の
繋がりが薄い

異業種・外部との
接点がない

ビジネスパートナー
を獲得できない

異文化と
ふれあう機
会が少ない

外国人が
暮らしやすい
町づくり

働く環境

人は減るが役割
は減らない

世代間で対話で
きる場がない

BtoB企業が多く
企業認知が低い

教育関連と
連携しにくい

「まちづくり」の
主体が偏っている

子供会やPTA
の機会の見直し

子育て環境
各地域に合った
地域活動の模索

防災連携の
パートナー
シップ強化

免許返納後の足
が不足

交通網が
充実していない

バスと電車の
時刻が非連動

交通機関
横の繋がり
が弱い

配車アプリが
少ない

マイカー依存
小型モービルの
活用が少ない

自転車利用者
少ない

公共交通
機関

車社会

観光資源が
点在している

災害時に提供できる
工場の電力把握

発電機器所有者
との電力融通の
仕組みの構築

避難場所バリア
フリー非対応

医療・介護

避難困難者
の情報共有

商店街の
シャッター街化 空き家

の増加

災害時の
動員確保

買い物の域外・
ネット依存

地域経済
が循環する
仕組み

消費活動

地域医療体制
が脆弱

健康促進

車社会で歩く
習慣がない

健康寿命
が短い

家庭内の介護
人材の負担増加

医療・福祉の
人材不足・高齢化

災害時の
安全確保

空き家・
店舗

避難場所、防災
マップ活用の徹底

遊休地・工場緑地
の災害時利用

災害時の事業者
との連携

エネルギー価格の
高騰・不足・
不安定化

異常気象の増加
少子高齢化
労働人口の減少

富士市を取りまく現状

相対的貧困

※未来の富士市を
考えた時に、放置し
ておくと問題だと
思われること

災害時の
電力確保
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